
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　規

　則 

○
福
島
県
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規 

　則                                                                       

一
一
三 

○
福
島
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                             

一
一
三 

　告

　示 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件                   

一
一
八 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た 

　件                                                                       

一
一
八 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件             

一
一
八 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
施
術
者
を
指
定
し
た
件                     

一
一
八 

○
生
活
保
護
法
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
施
術
者
の
住
所
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ 

　た
件                                                                     

一
一
九 

○
生
活
保
護
法
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
施
術
者
の
開
設
し
て
い
る
施
術
所
の
所
在 

　地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件                                             

一
一
九 

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
り
県
が
意
見
を
述
べ
た
件                             

一
一
九 

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
件
二
件                           

一
一
九 

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件                                                   
一
二
〇 

　公

　告 

○
落
札
者
を
決
定
し
た
件
三
件                                                   

一
二
一 

○
肥
料
の
検
査
の
結
果
の
概
要
を
公
表
す
る
件                                       

一
二
二 

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件                                                     

一
二
三 

　福
島
県
公
安
委
員
会 

○
福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                         

一
二
五 

　福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会 

○
コ
イ
の
持
ち
出
し
等
に
つ
い
て
指
示
す
る
件                                       

一
二
六 

○
コ
イ
の
持
ち
出
し
の
禁
止
に
係
る
指
定
水
域
の
範
囲
を
定
め
る
件                       

一
二
六 
 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

規

　
　則 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
生
活

保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
三
月
一
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

福
島
県
規
則
第
九
号 

福
島
県
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
福
島
県
規
則
第
二
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
四
号
ウ
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、

「
第
四
十
条
」
を
「
第
六
十
六
条
」
に
改
め
、
同
号
エ
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。 

第
十
二
条
第
一
号
キ
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、

「
第
四
十
条
」
を
「
第
六
十
六
条
」
に
改
め
、
同
号
ク
、
サ
及
び
第
七
号
イ
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」

を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。 

第
十
七
条
第
一
号
ウ
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、

「
第
四
十
条
」
を
「
第
六
十
六
条
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ウ
⑴
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
」
に
改
め
る
。 

附

　則 

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
然
保
護
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
規
則
第
十
号 

福
島
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

福
島
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
四
年
福
島
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

第
十
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

         

─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       第 19 号様式(第 15 条関係) 

   年   月   日 
   
 

就労自立給付金申請書 
 
 
福島県  保健福祉事務所長 様 
 

申請者 住所又は居所             
 

氏名                 
 
                     個人番号 
 

下記のとおり、相違ありませんので、就労自立給付金の支給について必要書類を添
えて申請します。 
 
 

記 
１ 保護を必要としなくなった事由 
 
 
２ 添付書類 
 
 
３ 世帯構成員 
 

氏 名 性 別 生 年 月 日 

 男 ・ 女 
年   月   日 

（   歳）      

 男 ・ 女 
年   月   日 

（   歳）      

 男 ・ 女 
年   月   日 

（   歳）      

 男 ・ 女 
年   月   日 

（   歳）      
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─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       

 
 

４ 就労自立給付金振込先 
※ この給付金においては公金受取口座登録制度の適用がありませんので、公金受取口

座を保護費の受取に利用している場合のみ、下記に記載をお願いいたします。 
 
金融機関名           銀行・信用金庫・信用組合 
               （該当する金融機関の種類に○をしてください。） 
 
支店名             支店（ゆうちょ銀行除く） 
 
 
記 号    支店（ゆうちょ銀行のみ記載） 
 
 
預金種類    □ 普通預金    □ 当座預金 

（該当する□にチェックを入れてください） 
 

口 座 番 号   （右につめてご記載ください。） 
 
 
（カ ナ） 
口座名義人               
 
※ 上記の支店名・口座番号・口座名義人が確認できる通帳の写しなどの書類を添付し

てください。 

     

       

第460号令和 6 年 3月1日　金曜日 福 島 県 報115



─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

第
二
十
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

年 月 日

申請者 住所又は居所
(大学等に進学する者）

氏名

個人番号

進学準備給付金の支給について、次のとおり関係書類を添えて申請します。

記
１　世帯主の氏名

２　大学等に進学する者の生年月日 年 月 日

３　進学先
学校名

４　進学後の居住先（該当する□にチェックを入れてください。）
□　大学等進学前の住宅と同じ
□　転居により大学等進学前と異なる住居に居住（居住（予定）地を記載してください。)

　居住（予定）地

５　関係書類
(1)　入学手続に着手していることが確認できる書類として、以下のいずれか

・入学金を納付したことを証明する書類の写し
・入学金延納（進学後に納付すること）を申請した書類の写し
・入学金等の納付が不要な場合、進学先に提出する誓約書や進学先が発行する入学手続が
　完了したことを証明する書類等の写し

(2)　進学に伴い転居する場合は、新たに居住する住居の賃貸借契約書等の写し
(3)　その他支給決定にあたり必要な書類
※　上記の書類を申請時に準備できない場合については、進学する学校の合格通知書や賃貸借契約時の
　見積書の写し等を添付した上で、後日、大学等に入学するまでにこれらの書類を提出してください。

６　進学準備給付金振込先（大学等に進学する者の口座に限ります。）
銀行・信用金庫・信用組合

（該当する金融機関の種類に○をしてください。）

支店（ゆうちょ銀行除く）

支店（ゆうちょ銀行のみ記載）

□　普通預金 □　当座預金
（該当する□にチェックを入れてください。）

（右につめてご記載ください。）

※　上記の支店名・口座番号・口座名義人が確認できる通帳の写しなどの書類を添付してください。
※　この給付金においては公金受取口座登録制度の適用がありませんので、公金受取口座の登録をして
　いる場合も上記に記載をお願いいたします。

進学準備給付金申請書

第21号様式(第17条関係)

福島県　　　保健福祉事務所長　様

金融機関名

口座名義人

支 店 名

記 号

預 金 種 類

口 座 番 号
（ カ ナ ）
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─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

附

　則 

１

　こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２

　こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
福
島
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
第
十
九

号
様
式
又
は
第
二
十
一
号
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
申

請
書
は
、
改
正
後
の
第
十
九
号
様
式
又
は
第
二
十
一
号
様
式
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
申
請
書
と
み
な
す
。 

３

　こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

告

　
　示 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
告
示
第
百
三
十
九
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ

せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

　
　令
和
六
年
三
月
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 
 

 
 

名

　
　
　
　
　
　
　
　称

所

　
　
　在

　
　
　地

指
定
年
月
日

 
 

 
 

東
風
乃
堂
薬
局

　
　
　
　
　
　
白
河
市
東
釜
子
枇
杷
山
六
六
︱
一
七

　
　
令
和
六
年
二
月 

 
 

一
日

　
　
　
　 

 
 

 

き
じ
ま
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科

　
　
喜
多
方
市
押
切
東
一
丁
目
一
四
番

　
　
　
同
日

　
　
　
　 

株
式
会
社
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
鏡

岩
瀬
郡
鏡
石
町
中
町
一
〇
五
番
地
一

　
　
同
日

　
　
　
　

石
薬
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
百
四
十
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
所
在

地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
六
年
三
月
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

 

所

　
　
　
　
　在

　
　
　
　
　地

名

　
　
　
　
　称 

変

　
　更

　
　前

変

　
　更

　
　後

ま
ち
の
薬
局
扇
町
店

　
　
　
　
会
津
若
松
市
扇
町
三
一

　
　
会
津
若
松
市
扇
町
三
丁
目

五
︱
三
七

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
百
四
十
一
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業

を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
六
年
三
月
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

名

　
　
　
　
　
　
　
　称

所

　
　
　
　在

　
　
　
　地

廃
止
年
月
日

桜
並
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
南
相
馬
市
原
町
区
二
見
町
二
︱
二
五
︱
六

令
和
五
年
一
一

月
三
〇
日

　
　

猪
俣
歯
科
医
院

　
　
　
　
　
　
河
沼
郡
会
津
坂
下
町
字
市
中
二
番
地
甲
三

同
年
一
〇
月
三

六
六
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
百
四
十
二
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
を

担
当
さ
せ
る
柔
道
整
復
師
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

　
　令
和
六
年
三
月
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

氏

　
　
　名

住

　
　
　
　所

施

術

所

名

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

田
代

　海
人

白
河
市
鬼
越
六

う
み
～
海
～
接

白
河
市
北
堀
切
三
〇
︱

令
和
六
年
二
月

五
︱
二
七

　
　
骨
院

　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
一
日

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
百
四
十
三
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残

留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条

第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
施

術
者
か
ら
当
該
施
術
者
の
住
所
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
六
年
三
月
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

 

住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　所

氏

　
　
　名 

変

　
　
　更

　
　
　前

変

　
　
　更

　
　
　後

大
竹

　秀
綱

　
　
　
会
津
若
松
市
扇
町
五
九
︱
一
二

　
会
津
若
松
市
扇
町
三
丁
目
一
二
︱

一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
百
四
十
四
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残

留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条

第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
施

術
者
か
ら
当
該
施
術
者
の
開
設
し
て
い
る
施
術
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
六
年
三
月
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

 
 

 

所

　
　在

　
　地

氏

　
　名 

住

　
　所 

名

　称 

変

　更

　前

変

　更

　後

大
竹

　秀
綱 

会
津
若
松
市
扇

大
竹
針
灸
接

会
津
若
松
市
扇
町
五

会
津
若
松
市
扇
町
三

町
三
丁
目
一

骨
院

　
　
　
九
︱
一
二

　
　
　
　
丁
目
一
二
︱
一
一

　

二
︱
一
一

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
百
四
十
五
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
六

年
三
月
一
日
か
ら
同
年
四
月
一
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、
福

島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業
振
興
部
産
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
六
年
三
月
一
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

マ
ル
ト
Ｓ
Ｃ
君
ヶ
塚

　福
島
県
い
わ
き
市
小
名
浜
大
原
字
北
君
ヶ
塚
百
六
十
五
番
地
ほ
か 

二

　法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
県
の
意
見
の
概
要 

意
見
な
し
。 

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
百
四
十
六
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。 

令
和
六
年
三
月
一
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

大
沼
郡
金
山
町
大
字
大
栗
山
字
長
窪
二
九
五
七
、
二
九
五
九
の
一 

二

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

干
害
の
防
備 

三

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

１

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

㈠

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

㈡

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
金
山
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

㈢

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

２

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課

及
び
金
山
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 
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　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
百
四
十
七
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。 

令
和
六
年
三
月
一
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

い
わ
き
市
四
倉
町
玉
山
字
湯
ノ
口
四
〇
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
） 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

公
衆
の
保
健 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
い
わ
き
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

二
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

い
わ
き
市
四
倉
町
玉
山
字
炭
釜
一
四
一
の
二
七
六
・
一
四
一
の
二
七
八
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
四
一
の
二
七
五
、
一
四
一
の
三
八
六
か
ら
一
四
一
の
三
八

八
ま
で
、
一
四
一
の
六
〇
八
、
一
四
一
の
六
〇
九
、
一
四
一
の
六
一
一
か
ら
一
四
一
の
六
一
七
ま

で
、
一
四
一
の
六
三
九
、
一
四
一
の
六
四
一 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

公
衆
の
保
健 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
い
わ
き
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
い
わ
き
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
百
四
十
八
号 

　道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
南
会
津

建
設
事
務
所
で
令
和
六
年
三
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
六
年
三
月
一
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

路

　
　
　線

　
　
　名

供

用

開

始

の

区

間

供

用

開

始
の

期
日

一
般
国
道
一
一
八
号

　
南
会
津
郡
下
郷
町
大
字
高
陦
字
下
居
平

令
和
六
年
三
月
三
日

　
　

三
二
番
地
先
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　郡
同

　町
大
字
小
沼
崎
字
釜
ノ

川
一
四
六
四
番
一
地
先
ま
で

　
　
　
　

（
道
路
計
画
課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

公

　
　告 
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公 告 第 ４ ２ 号  
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 庁 東 分 庁 舎 ほ か 16 施 設 で

使 用 す る 電 気 に つ い て 、 次 の と お り 落 札 者 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は
特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い
う 。 ） 第 1 2 条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 3 9年 福 島 県 規 則 第 1 7 号 ） 第 2 7 4 条 の 1 1第 １ 項 の 規
定 に よ り 公 告 す る 。  

令 和 ６ 年 ３ 月 １ 日  
                                                  福 島 県 知 事   内   堀   雅   雄  
１   落 札 に 係 る 物 品 等 の 名 称 及 び 数 量  

福 島 県 庁 東 分 庁 舎 ほ か 16 施 設 で 使 用 す る 電 気   予 定 数 量 4 , 0 8 0 , 2 6 4 kWh  
２   契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地  

福 島 県 総 務 部 文 書 管 財 総 室 施 設 管 理 課   福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 1 6 号  
３   落 札 者 を 決 定 し た 日  

令 和 ５ 年 12 月 22 日  
４   落 札 者 の 氏 名 及 び 住 所  

ミ ツ ウ ロ コ グ リ ー ン エ ネ ル ギ ー 株 式 会 社   東 京 都 中 央 区 日 本 橋 二 丁 目 11 番 ２ 号  
５   落 札 金 額  

1 7 2 , 3 0 3 , 2 5 7 円  
６   契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続  

一 般 競 争 入 札  
７   特 例 政 令 第 ６ 条 の 公 告 を 行 っ た 日  

令 和 ５ 年 11 月 10 日  
                                                                （ 施 設 管 理 課 ）  
                       
公 告 第 ４ ３ 号  
  Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 環 境 創 造 セ ン タ ー で 使 用
す る 電 気 に つ い て 、 次 の と お り 落 札 者 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定
役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ）
第 1 2 条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 3 9 年 福 島 県 規 則 第 1 7 号 ） 第 2 7 4 条 の 1 1 第 １ 項 の 規 定 に よ
り 公 告 す る 。  

令 和 ６ 年 ３ 月 １ 日  
                                  福 島 県 環 境 創 造 セ ン タ ー 所 長   青   木   浩   司

 

 
１   落 札 に 係 る 物 品 等 の 名 称 及 び 数 量  

福 島 県 環 境 創 造 セ ン タ ー で 使 用 す る 電 気 （ 予 定 数 量   2 , 4 3 1 , 6 0 6 kWh ）  
２   契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地  

福 島 県 環 境 創 造 セ ン タ ー 総 務 企 画 部 総 務 課   福 島 県 田 村 郡 三 春 町 字 深 作 10 番 ２ 号  
３   落 札 者 を 決 定 し た 日  

令 和 ５ 年 12 月 26 日  
４   落 札 者 の 氏 名 及 び 住 所  

株 式 会 社 エ ネ ッ ト   東 京 都 港 区 芝 公 園 二 丁 目 ６ 番 ３ 号  
５   落 札 金 額  

9 6 , 9 0 3 , 7 6 6 円  
６   契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続  

一 般 競 争 入 札  
７   特 例 政 令 第 ６ 条 の 公 告 を 行 っ た 日  

令 和 ５ 年 11 月 14 日  
（ 環 境 共 生 課 ）  

                       
公 告 第 ４ ４ 号  
  Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 流 域 下 水 道 （ 県 北 処 理 区 ） 維 持
管 理 業 務 の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 落 札 者 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又
は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と
い う 。 ） 第 12 条 及 び 福 島 県 流 域 下 水 道 事 業 の 会 計 に 関 す る 規 則 （ 令 和 ２ 年 福 島 県 規 則 第
37 号 ） 第 225 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  
    令 和 ６ 年 ３ 月 １ 日  
                            福 島 県 県 北 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所 長   高   坂   宏   哉  
１   落 札 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 数 量  

流 域 下 水 道 （ 県 北 処 理 区 ） 維 持 管 理 業 務   一 式  

─────────────────────────────────────────────────────────── 
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２   契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地  
福 島 県 県 北 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所   福 島 県 福 島 市 鎌 田 字 一 本 松 43 番 地  

３   落 札 者 を 決 定 し た 日  
令 和 ６ 年 １ 月 30 日  

４   落 札 者 の 氏 名 及 び 住 所  
テ ス コ 株 式 会 社   東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 一 丁 目 ４ 番 ５ 号  

５   落 札 金 額  
1 , 1 7 2 , 1 6 0 , 0 0 0 円  

６   契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続  
一 般 競 争 入 札  

７   特 例 政 令 第 ６ 条 の 公 告 を 行 っ た 日  
令 和 ５ 年 11 月 21 日  

                                                                （ 総   務   課 ）  
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公 告 第 ４ ６ 号  
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 物 品 等 の 購 入 に つ い て 、 次 の と

お り 一 般 競 争 入 札 を 行 う の で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を
定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 ） 第 ６ 条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 3 9 年 福 島 県 規 則 第
17 号 。 以 下 「 財 務 規 則 」 と い う 。 ） 第 274 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  

令 和 ６ 年 ３ 月 １ 日  
福 島 県 知 事   内   堀   雅   雄  

１   入 札 に 付 す る 事 項  
⑴   調 達 を す る 物 品 等 の 名 称 及 び 数 量  

ア   ロ ー タ リ 除 雪 車 １ （ 2 . 6m 級 ）   １ 台  
イ   ロ ー タ リ 除 雪 車 ２ （ 2 . 2m 級 ）   １ 台  

⑵   調 達 を す る 物 品 等 の 仕 様 等   仕 様 書 に よ る 。  
⑶   納 入 期 限  

ア   令 和 ７ 年 ３ 月 27 日 （ 木 ）  
イ   令 和 ７ 年 ３ 月 27 日 （ 木 ）  

⑷   納 入 場 所  
ア   福 島 県 会 津 若 松 建 設 事 務 所   蟹 川 除 雪 車 庫 （ 福 島 県 会 津 若 松 市 神 指 町 大 字 南 四

合 字 才 の 神 ）  
イ   福 島 県 喜 多 方 建 設 事 務 所   西 会 津 車 庫 （ 福 島 県 耶 麻 郡 西 会 津 町 大 字 上 野 尻 茂 造

4 7 8 - 1 番 地 ）  
２   入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 に 関 す る 事 項  

次 に 掲 げ る 条 件 を 全 て 満 足 し て い る 者 で あ り 、 か つ 、 当 該 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要
な 資 格 の 確 認 を 受 け た 者 で あ る こ と 。  
⑴   地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 2 2 年 政 令 第 1 6 号 ） 第 1 6 7 条 の ４ 第 １ 項 各 号 の い ず れ に も 該

当 し な い 者 で あ る こ と 。  
⑵   福 島 県 の 物 品 購 入 （ 修 繕 ） 競 争 入 札 参 加 有 資 格 者 名 簿 に 登 載 さ れ て い る 者 又 は 開

札 時 ま で に 福 島 県 の 物 品 購 入 （ 修 繕 ） 競 争 入 札 参 加 資 格 を 取 得 し て い る 者 で あ る こ
と 。  

⑶   物 品 購 入 （ 修 繕 ） 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 申 請 書 の 提 出 期 限 の 日 か ら 入 札 の 日
ま で の 間 に 福 島 県 か ら 物 品 の 買 入 れ 又 は 修 繕 に 係 る 参 加 資 格 制 限 を 受 け て い な い こ
と 。  

⑷   こ の 公 告 に 示 し た 仕 様 に 合 致 し た 物 品 又 は こ れ と 同 等 の 物 品 に つ い て 納 入 実 績 が
あ り 、 か つ 、 確 実 に 納 入 で き る こ と 。  

⑸   当 該 物 品 に 係 る 迅 速 な 保 守 及 び 修 理 の 体 制 が 整 備 さ れ て い る こ と 。  
３   入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の 確 認  

入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 所 定 の 物 品 購 入 （ 修 繕 ） 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 申
請 書 に 、 ２ の ⑷ に 掲 げ る 事 項 に つ い て 証 明 で き る 書 類 を 添 付 し て 、 令 和 ６ 年 ３ 月 28 日
（ 木 ） 午 後 ５ 時 ま で に 次 に 掲 げ る 場 所 に 提 出 し 、 当 該 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格
の 確 認 を 受 け る こ と 。 な お 、 郵 送 に よ り 提 出 す る 場 合 は 、 同 日 午 後 ５ 時 ま で 必 着 と す
る 。  

郵 便 番 号 960 -8670   福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16 号  
福 島 県 出 納 局 入 札 用 度 課  
電 話 02 4 - 52 1 - 75 63  

４   契 約 条 項 を 示 す 場 所 及 び 期 間  
３ に 掲 げ る 場 所 に お い て 令 和 ６ 年 ３ 月 １ 日 （ 金 ） か ら 同 月 28 日 （ 木 ） ま で （ 土 曜 日

及 び 日 曜 日 並 び に 同 月 20 日 を 除 く 。 ） の 午 前 ８ 時 30 分 か ら 午 後 ５ 時 ま で  
５   入 札 書 の 提 出 場 所 等  

⑴   入 札 書 の 提 出 場 所 、 入 札 説 明 書 の 配 布 場 所 及 び 問 合 せ 先   ３ に 掲 げ る 場 所 に 同 じ 。  
な お 、 郵 送 に よ る 入 札 説 明 書 の 配 布 を 希 望 す る 場 合 は 、 日 本 産 業 規 格 Ａ 列 ４ 番 の 大
き さ の 用 紙 35 枚 が 入 る 程 度 の 大 き さ で 、 所 定 の 料 金 分 の 切 手 を 貼 っ た 宛 先 明 記 の 返
信 用 封 筒 を 同 封 の 上 、 ３ に 掲 げ る 場 所 ま で 令 和 ６ 年 ３ 月 12 日 （ 火 ） 午 後 ５ 時 ま で に
必 着 で 請 求 す る こ と 。  

⑵   入 札 説 明 会 の 日 時 及 び 場 所   令 和 ６ 年 ３ 月 12 日 （ 火 ） 午 前 11 時   福 島 県 出 納 局 入
札 用 度 課  

⑶   入 札 及 び 開 札 の 日 時 及 び 場 所  
ア   １ の ⑴ の ア に 掲 げ る 物 品 等   令 和 ６ 年 ４ 月 12 日 （ 金 ） 午 後 １ 時 30 分   福 島 県 出

納 局 入 札 用 度 課  
イ   １ の ⑴ の イ に 掲 げ る 物 品 等   令 和 ６ 年 ４ 月 12 日 （ 金 ） 午 後 １ 時 50 分   福 島 県 出

─────────────────────────────────────────────────────────── 
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納 局 入 札 用 度 課  
（ 郵 便 に よ り 入 札 を す る 場 合 は 、 書 留 郵 便 に よ り 行 う も の と し 、 令 和 ６ 年 ４ 月 1 1

日 （ 木 ） 午 後 ５ 時 ま で に 必 着 の こ と 。 ）  
６   入 札 保 証 金 及 び 契 約 保 証 金  

⑴   入 札 保 証 金   こ の 入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 入 札 金 額 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税
を 含 む 。 ） の 100分 の ３ 以 上 の 額 の 入 札 保 証 金 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、
財 務 規 則 第 2 4 9 条 第 １ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 入 札 保 証 金 の
全 部 又 は 一 部 の 納 付 を 免 除 す る 。  

⑵   契 約 保 証 金   落 札 者 は 、 契 約 金 額 の 100分 の ５ 以 上 の 額 の 契 約 保 証 金 を 納 付 し な け
れ ば な ら な い 。 た だ し 、 財 務 規 則 第 229条 第 １ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お
い て は 、 契 約 保 証 金 の 全 部 又 は 一 部 の 納 付 を 免 除 す る 。  

７   入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 に 要 求 さ れ る 事 項  
こ の 入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 開 札 日 の 前 日 ま で の 間 に お い て 、 提 出 し た 書 類 に

関 し 、 福 島 県 知 事 か ら 説 明 を 求 め ら れ た 場 合 は 、 そ れ に 応 じ な け れ ば な ら な い 。  
８   入 札 の 無 効  

２ の 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の な い 者 の し た 入 札 及 び 入 札 説 明 書 に お い て 示
す 入 札 に 関 す る 条 件 等 に 違 反 し た 入 札 は 、 無 効 と す る 。  

９   そ の 他  
⑴   契 約 手 続 に お い て 使 用 す る 言 語 及 び 通 貨   日 本 語 及 び 日 本 国 通 貨  
⑵   入 札 方 法   落 札 の 決 定 に 当 た っ て は 、 入 札 書 に 記 載 さ れ た 金 額 に 当 該 金 額 の 100分

の 10 に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 金 額 （ 当 該 金 額 に １ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の
端 数 金 額 を 切 り 捨 て た 金 額 ） を も っ て 落 札 価 格 と す る の で 、 入 札 者 は 、 消 費 税 に 係
る 課 税 事 業 者 で あ る か 免 税 事 業 者 で あ る か を 問 わ ず 、 見 積 も っ た 契 約 希 望 金 額 の 110
分 の 100 に 相 当 す る 金 額 を 入 札 書 に 記 載 す る こ と 。  

⑶   落 札 者 の 決 定 方 法   予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 で 最 低 の 価 格 を も っ て 有 効 な 入 札 を
行 っ た 者 を 落 札 者 と す る 。  

⑷   契 約 書 作 成 の 要 否   要  
⑸   福 島 県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 か ら の 要 請 等   福 島 県 知 事 は 、 福 島 県 政 府 調 達 苦

情 検 討 委 員 会 （ 福 島 県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 設 置 要 綱 （ 平 成 ８ 年 福 島 県 告 示 第 320
号 ） 第 １ 条 に 規 定 す る 委 員 会 を い う 。 ） か ら 契 約 停 止 の 要 請 を 受 け た 場 合 は 契 約 の
執 行 を 停 止 し 、 契 約 を 破 棄 す る 提 案 が 出 さ れ た 場 合 は 契 約 を 破 棄 す る こ と が で き る 。  

⑹   そ の 他   詳 細 は 、 入 札 説 明 書 に よ る 。  
10   Summary  

⑴   N a t u r e  a n d  q u a n t i t y  o f  t h e  p r o d u c t s  t o  b e  p u r c h a s e d :  
①   R o t a r y  S n o w  P l o w  ( 2 . 6 m  c l a s s )  1  u n i t  
②   R o t a r y  S n o w  P l o w  ( 2 . 2 m  c l a s s )  1  u n i t  

⑵   T i m e - l i m i t  o f  t e n d e r  ( b y  h a n d ) :  
①   1 : 3 0  p . m . ,  1 2  A p r i l  2 0 2 4  
②   1 : 5 0  p . m . ,  1 2  A p r i l  2 0 2 4  

⑶   T i m e - l i m i t  o f  t e n d e r  ( b y  m a i l ) :  5 : 0 0  p . m . ,  1 1  A p r i l  2 0 2 4  
⑷   C o n t a c t  p o i n t  f o r  t h e  n o t i c e :  B i d  A dm i n i s t r a t i o n  D i v i s i o n ,  T r e a s u r y  B u r e a u ,  

Fukush ima  Pre fectural  Governmen t ,  2 -16  Sug i tsuma-cho ,  Fukush ima  Ci ty ,  Fukushima  
960 -8670  Jap an  TEL 024 -521 - 7563  

（ 入 札 用 度 課 ）  
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福
島
県
公
安
委
員
会 

　
　
　
　
　
　

 
                                    

                                       

福 島 県 警 察 の 組 織 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  
令 和 ６ 年 ３ 月 １ 日  

                                      福 島 県 公 安 委 員 会 委 員 長   山   本   真   一    
福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第 ３ 号  

福 島 県 警 察 の 組 織 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  
福 島 県 警 察 の 組 織 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 3 2 年 福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第 ９ 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。  
第 10 条 中 「 総 合 運 用 指 令 課 」 を 「 通 信 指 令 課 」 に 改 め る 。  
第 11 条 第 ３ 号 か ら 第 ７ 号 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。  
⑶   水 上 警 察 に 関 す る こ と 。  
⑷   鉄 道 警 察 に 関 す る こ と 。  
⑸   警 ら 用 無 線 自 動 車 及 び 警 察 用 船 舶 の 運 用 に 関 す る こ と 。  
⑹   水 難 、 山 岳 遭 難 そ の 他 の 事 故 に お け る 人 命 の 救 助 及 び こ れ ら の 事 故 の 防 止 に 関 す

る こ と 。  
⑺   雑 踏 警 備 に 関 す る こ と 。  
第 12 条 の 見 出 し 及 び 同 条 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 総 合 運 用 指 令 課 」 を 「 通 信 指 令 課 」

に 改 め 、 同 条 中 第 １ 号 か ら 第 ４ 号 ま で を 削 り 、 第 ５ 号 を 第 １ 号 と し 、 第 ６ 号 を 第 ２ 号 と
し 、 第 ７ 号 を 第 ３ 号 と す る 。  

別 表 第 １ 会 津 若 松 警 察 署 の 部 駅 前 交 番 の 項 所 管 区 の 欄 を 次 の よ う に 改 め る 。  

会 津 若 松 市 の う ち 滝 沢 町 、 蚕 養 町 、 昭  
和 町 、 馬 場 本 町 、 相 生 町 、 旭 町 、 駅 前  
町 、 石 堂 町 、 金 川 町 、 城 北 町 、 大 町 一  
丁 目 、 大 町 二 丁 目 、 中 央 二 丁 目 、 中 央  
三 丁 目 、 白 虎 町 、 白 虎 町 一 丁 目 、 白 虎  
町 二 丁 目 、 白 虎 町 三 丁 目 、 白 虎 町 四 丁  
目 、 山 見 町 、 山 見 町 一 丁 目 、 山 見 町 二  
丁 目 、 扇 町 一 丁 目 、 扇 町 二 丁 目 、 扇 町  
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　福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

　
　
　
　

 
 

福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号 

　コ
イ
の
持
ち
出
し
等
に
つ
い
て
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条

第
一
項
及
び
第
百
七
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。 

　
　令
和
六
年
三
月
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　会
長

　片

　山

　亜

　優 

一

　指
示
の
内
容 

１

　持
ち
出
し
の
禁
止 

㈠

　公
共
の
用
に
供
す
る
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面
（
以
下
「
公
共
用
水
面

等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
か
か
り
、
又
は
か
か
っ

て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が

認
め
た
場
合
は
、
委
員
会
が
承
認
し
た
場
合
を
除
き
、
当
該
公
共
用
水
面
等
（
以
下
「
指
定
水

域
」
と
い
う
。
）
に
生
息
す
る
コ
イ
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。 

㈡

　委
員
会
は
、
指
定
水
域
の
範
囲
に
つ
い
て
速
や
か
に
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。 

２

　放
流
の
制
限 

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
コ
イ
で
な
け
れ
ば
、
委
員
会
が
承
認
し
た
場
合
を

除
き
、
公
共
用
水
面
等
に
放
流
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
採
捕
し
た
コ
イ
を
採
捕
し
た
公
共

用
水
面
等
に
再
放
流
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

㈠

　コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
水
面
に
生
息
し
て
い
た
コ
イ
で
な
い
こ

と
。 

㈡

　コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
水
面
に
生
息
し
、
又
は
生
息
し
て
い
た

コ
イ
と
水
を
介
し
て
の
接
触
が
な
い
コ
イ
で
あ
る
こ
と
。 

㈢

　Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
法
に
よ
る
検
査
を
い
う
。
）
又
は
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
法
で

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
陰
性
が
確
認
さ
れ
た
コ
イ
群
の
コ
イ
で
あ
る
こ
と
。 

３

　遺
棄
の
禁
止 

生
死
を
問
わ
ず
、
公
共
用
水
面
等
に
コ
イ
を
遺
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。 

４

　１
及
び
２
に
掲
げ
る
事
項
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
コ
イ
に
つ

い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

二

　指
示
の
期
間 

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号 

　コ
イ
の
持
ち
出
し
等
に
つ
い
て
指
示
す
る
件
（
令
和
六
年
福
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第

一
号
）
に
基
づ
き
、
指
定
水
域
の
範
囲
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。 

　
　令
和
六
年
三
月
一
日 

三 丁 目 及 び 町 北 町 （ 大 字 石 堂 及 び 大 字  
上 荒 久 田 に 限 る 。 ）                

別 表 第 １ 会 津 若 松 警 察 署 の 部 一 箕 交 番 の 項 中 「 一 箕 町 松 長 六 丁 目 」 の 次 に 「 、 藤 原 一
丁 目 、 藤 原 二 丁 目 、 亀 賀 一 丁 目 及 び 亀 賀 二 丁 目 」 を 加 え る 。  

附   則  
こ の 規 則 は 、 令 和 ６ 年 ３ 月 25 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 １ の 改 正 規 定 は 、 公 布

の 日 か ら 施 行 す る 。  
                                                                （ 警   務   課 ）  
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本
流
及
び
支
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福島県報の購読申込みについて 
 

 福島県報を御購読いただきありがとうございます。 

 現在の購読期限は、令和６年３月末日となっておりますが、来年度も引き続き購読を希望される方や新たに

購読を希望される方は、次のページの申込書に必要事項を記載の上３月29日（金）までに福島県総務部文書管

財総室文書法務課（郵便番号960-8670 福島県福島市杉妻町２番16号）にお申し込みください。 

 購読料（月額3,560円。送料を含む。）につきましては、お申し込み後に納入通知書を送付しますので、納

入期限までに別に指定する金融機関、コンビニエンスストア又はキャッシュレス決済等により納入してくださ

い。 
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福 島 県 報 購 読 申 込 書 

 

令和   年   月   日  

 

  福 島 県 知 事 

 

                                    郵便番号 

 

                                    住所又は主たる事務所の所在地 

 

                                    氏名又は名称及び法人その他の 

                                    団体にあっては、その代表者の 

                                    氏名 

 

                                    電話番号 

 

 

   福島県報を      部 令和    年    月    日から 

 

  令和    年    月    日まで      箇月間購読します。 

 

─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

再生紙を使用しています。 【定価　１箇月 3,560円】 発行者　福　　　　島　　　　県
印刷所　株式会社　第　一　印　刷

第460号令和 6 年 3月1日　金曜日 福 島 県 報129


